






































































ちへ”と言語化し、 1 ）森の恵みを活かしたまちづくり、 2 ）安全・安心
に暮らせる健康長寿のまちづくり、 3 ）子どもから大人まで学びと成長の


















5 鳥取県智頭町役場（2017）.「第 7 次智頭町総合計画副読本：智頭町の地図帖：
智頭暮らしの道しるべ」http://cms.sanin.jp/p/chizu/kikaku/mezasu/ 5 /（参
照2020年 3 月30日）.
6 「第 7 次智頭町総合計画副読本：智頭町の地図帖：智頭暮らしの道しるべ」





































































は15の集落7が参画した（岡田,2015）。ゼロイチの由来は、「 0 から 1 、
つまり、無から有への一歩こそ、建国の村おこしの精神」（杉万,2000b,p.85）
から来ている。ゼロイチの柱は以下の 5 つである（杉万,2000b,p.85）
　　　 1 ） 村の誇り（宝）の創造―村の特色を 1 つだけ掘り起こし、誇り
ある村づくりを行う。
　　　 2 ） 住民自治―自分たちが主役になって、自らの一歩によって村を
おこす。
　　　 3 ） 計画策定―ある程度長期的視点で、村の行く末を考え、村の未
来計画を立てる。そして、その村なりの特色ある事業を計画し、
実行する。
　　　 4 ） 国内外との交流―村の誇りをつくるために、意図的に、外の社
会と交流を行う。




























8 鳥取県智頭町役場（2017）.「第 7 次智頭町総合計画副読本：智頭町の地図帖：
智頭暮らしの道しるべ」http://cms.sanin.jp/p/chizu/kikaku/mezasu/ 5 /（参
照2020年 3 月30日）.
9 本稿執筆時点では、智頭地区以外の 5 つの地区で地区振興協議会が設立されて
いる。


























11 智頭町役場「百人委員会」http://cms.sanin.jp/p/chizu/kikaku/mezasu/ 4 /（参
照2020年 3 月30日）.



















































































































































































































係性（Seikkula & Arnkil, 2014）がある。筆者は、このような対話に基
づく組織開発（Bushe & Marshak, 2015；吉永・斎藤,2017）の在り方
について研究しており、そのテーマの選択には筆者自身の価値観が働いて
いる。この価値観とは、目的志向の戦略主義から関係志向の対話主義へと

























者が地域にもたらす効果について 1 ）技術や知識の地域への移入、 2 ）地
域の持つ創造性の惹起や励起、3 ）地域の持つ知識の表出支援、4 ）地域（や




















































































頭町活性化プロジェクト集団（Chizu Creative Project Team）の活動
事例を通して」『TORCレポート（公立鳥取環境大学地域イノベーショ
ン研究センター）』27, 70-89.
Bushe, G. R., & Marshak, R. J. （2015）. Introduction to the dialogic 
organization development mindset. In G. R. Bushe, & R. J. Marshak 
（eds.）, Dialogic organization development: The theory and practice 






















Seikkula, J., & Arnkil, T. E. （2014）. Open dialogues and anticipations: 
Respecting otherness in the present moment . National Institute for 






















インスクールテキストシリーズ 2 ）』（pp. 91-107）.共立出版.
杉万俊夫（2017b）.「コミュニティデザインの方法論」山内裕・平本毅・
杉万俊夫（著）『組織・コミュニティデザイン（京都大学デザインスクー




















『組織科学』51（ 1 ）， 4 -15.
